
「森林認証材」を使用しています
ノーラ名栗の野外ステージは

プロジェクト認証とは
建設・製造されるプロジェクト（建築物、イ
ベントステージなど）そのものを認証する
仕組みです。
「全体認証」と「部分認証」があり、全体認
証は、建物や船など、物理的に独立してい
るもので、部分認証は、家の柱、劇場の舞
台部分などの一部について認証されます。

森林認証制度とは
森林認証制度は、第三者機関が森林経営
の持続性や環境保全への配慮等に関する
一定の基準に基づいて、森林を認証する
とともに、認証された森林から産出され
る木材および木材製品（認証材）を分別
し、表示管理することにより消費者の選
択的な購入を促す仕組みです。

西川広域森林組合、飯能市、株式会社吾
野原木センター、大河原木材株式会社、
有限会社小峰材木店、日本住建株式会社、
細田建設株式会社、飯能市森林認証協議会

CoCプロジェクトメンバー（８社）

13.48㎥（全体 32.90㎥）認証材

SGEC-CoC 認証ガイドライン（2018 年4 月1 日発行）
SGEC 特定プロジェクトのCoC 認証に関するガイドライン（2015 年 4 月1 日発行）
PEFC ST2002 :2013（2015 年12 月7 日発行）

適用規格

飯能市農林産物加工直売所交流事業エリア
飯能市森林認証材を使用した野外ステージ構造部分CoC プロジェクト

認証されたプロセスの範囲

飯能市（042-973-2111）　埼玉県飯能市大字双柳 1番地の１
ノーラ名栗（042-978-5522）　埼玉県飯能市大字下名栗 607-1

CoC管理事業体

西川材スギ登り梁、火打梁

11本の認証材の梁で
屋根を支えています。

認証材を使うことで
持続可能な森林管理の支援をすることになり、

森を守ることにつながるんだね！

「森林文化都市」である飯能市は、
約75％を森林が占めています。
自然と都市機能とが調和した
暮らしやすいまちづくりを

進めています。

認証材だと
どこの山で育っていたかも

わかるんだって！

あの木材は
どんなところで
育ったのかな。

どこの山で育っていたかも

ウッドデッキの
土台にも認証材が
使われているんだ。

登り梁

火打梁

赤いところが認証材を
使っているところだよ。

野外ステージ構造図
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